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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 3,041 △38.0 △312 ― △310 ― △390 ―

21年3月期第3四半期 4,905 △15.8 △188 ― △202 ― △890 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △42.59 ―

21年3月期第3四半期 △95.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 8,004 6,453 80.1 729.06
21年3月期 8,428 6,945 82.0 745.52

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  6,412百万円 21年3月期  6,908百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 15.00 15.00
22年3月期 ― ― ―

22年3月期 
（予想）

8.00 8.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,300 △30.5 △425 ― △425 ― △500 ― △54.56
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ「【定性的情報・財務諸表等】４．その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ「【定性的情報・財務諸表等】４．その他」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 平成22年３月期の連結業績予想につきましては、平成21年７月30日発表時の業績予想数値に変更はありません。 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について 
は、４ページ「【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 9,900,000株 21年3月期  9,900,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期 1,104,492株 21年3月期  633,885株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 9,164,689株 21年3月期第3四半期 9,311,765株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 
 当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、景気対策効果や海外景気の持ち直しによる下げ止ま

り感はあるものの、円高やデフレ傾向などの懸念等から設備投資が鈍く、引き続き厳しい状況が続いてお

ります。 

 一方、当社グループが属する電子計測器、電源機器等の業界におきましても環境・エネルギー市場にお

いて動きは見られたものの、市場全体では厳しい状況で推移いたしました。 

 このような状況のもと、当社グループは、環境・エネルギー市場に積極的なソリューション営業活動を

展開し、競争力の強化を図り、さらに原価低減と経費節減に努力を重ねてまいりました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は30億４千１百万円(前年同四半期比38.0％減)、営業

損失は３億１千２百万円(前年同四半期は１億８千８百万円の営業損失)、経常損失は３億１千万円(前年同

四半期は２億２百万円の経常損失)となりました。 

 また、早期退職優遇措置の実施に伴う事業構造改善費用８千９百万円を計上したことにより、四半期純

損失は３億９千万円(前年同四半期は８億９千万円の四半期純損失)となりました。 

 

 当社グループは、電子計測器、電源機器等の各種電子応用機器の製造、販売を行っているものであり、

事業区分は一つであります。したがいまして、事業の種類別セグメント情報は開示しておりません。 

 なお、当社グループにおける製品群別事業概況は、次のとおりであります。 

 

《電子計測器群》 

  太陽光発電、ＥＶ(電気自動車)関連市場において、安全関連機器や信頼性・評価試験装置等に動きが

見られたものの、それ以外の市場における設備投資抑制により前年同四半期実績を下回る結果となりま

した。 

  以上の結果、売上高は８億２千９百万円(前年同四半期比44.3％減)となりました。 

 

《電源機器群》 

  二次電池関連市場において、電子負荷装置や充放電試験装置に動きが見られたものの、汎用性の高い

直流電源装置を使用する電子部品及び産業機器、自動車関連市場の生産調整、設備投資抑制により、前

年同四半期実績を下回る結果となりました。 

  以上の結果、売上高は20億１千１百万円(前年同四半期比37.2％減)となりました。 

 

《サービス・部品等》 

  サービス・部品等の売上高は、２億円(前年同四半期比6.4％減)となりました。 

 

 また、上記に含まれる海外市場の事業概況は以下のとおりであります。 

 

《海外市場》 

  アジア市場では、各国政府主導による内需拡大策や優遇税制策等により、直流電源や電子負荷装置な

どの動きがみられましたが、設備投資抑制等の影響により、前年同四半期実績を下回る結果となりまし

た。 

  また、米国市場ではユーザーに密着したマーケティング活動に努めましたが、設備投資抑制等の影響

により、前年同四半期実績を下回る結果となりました。 

  以上の結果、海外売上高は８億５千６百万円(前年同四半期比20.5％減)となりました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 
 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、投資有価証券が増加したものの、現金及び預金並びに

受取手形及び売掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ４億２千４百万円減少し、80億４百万円と

なりました。 

 負債は、賞与引当金が減少したものの、支払手形及び買掛金の増加等により前連結会計年度末に比べ６

千７百万円増加し、15億５千万円となりました。 

 純資産は、剰余金の配当及び四半期純損失の計上等により、前連結会計年度末に比べ４億９千１百万円

減少し、64億５千３百万円となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前

連結会計年度の期末残高に比べ３億３千８百万円(△25.3％)減少し、10億円となりました。 

 

 （営業活動によるキャッシュ･フロー） 

  営業活動によるキャッシュ･フローは、△１千６百万円(前年同四半期は２億２千１百万円)となりまし

た。これは、売上債権の減少額１億１千６百万円、仕入債務の増加額７千１百万円、法人税等の還付額

９千２百万円及び減価償却費１億３千８百万円の計上等による資金の増加を、税金等調整前四半期純損

失３億８千１百万円の計上及び事業構造改善費用の支払額８千９百万円等による資金の減少が上回った

結果によるものであります。 

 

 （投資活動によるキャッシュ･フロー） 

  投資活動によるキャッシュ･フローは、△１千３百万円(前年同四半期は△７千２百万円)となりまし

た。これは、投資有価証券の売却及び償還４千５百万円等による資金の増加を、投資有価証券の取得６

千６百万円及び有形固定資産の取得１千６百万円等による資金の減少が上回った結果によるものであり

ます。 

 

 （財務活動によるキャッシュ･フロー） 

  財務活動によるキャッシュ･フローは、△３億７百万円(前年同四半期は△１億８千４百万円)となりま

した。これは、自己株式取得１億６千６百万円及び配当金の支払額１億３千９百万円等により資金が減

少したことによるものであります。 

 
３．連結業績予想に関する定性的情報 
 平成22年３月期の業績予想につきましては、概ね予想どおり推移しており、本資料の公表時点において、

平成21年７月30日の「平成22年3月期 第１四半期決算短信」で発表しました通期連結業績予想に変更はあ

りません。 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

    当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

    繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の

業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境

等に著しい変化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、将来の

業績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によって

おります。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

   工事契約に関する会計基準等の適用 

    収益の計上基準については、従来、出荷基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基

準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業

会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期間から適用し、第１四半期連

結会計期間以降に製造着手する一部の特注品を対象として、四半期連結会計期間末までの進捗部分に

ついて成果の確実性が認められる場合には工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、そ

の他の場合には工事完成基準を適用しております。 

    この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

    なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 905,534 1,360,365

受取手形及び売掛金 1,142,514 1,260,568

有価証券 102,437 －

商品及び製品 370,539 378,669

仕掛品 262,469 235,253

原材料及び貯蔵品 444,522 497,523

未収還付法人税等 － 89,166

その他 43,303 60,057

貸倒引当金 △436 △2,370

流動資産合計 3,270,886 3,879,233

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 776,265 833,054

土地 1,733,096 1,733,096

その他（純額） 216,043 284,545

有形固定資産合計 2,725,404 2,850,696

無形固定資産 46,663 60,896

投資その他の資産   

投資有価証券 1,353,075 1,033,492

その他 610,150 608,339

貸倒引当金 △2,016 △3,968

投資その他の資産合計 1,961,209 1,637,862

固定資産合計 4,733,277 4,549,455

資産合計 8,004,164 8,428,689

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 470,207 370,830

未払法人税等 8,915 200

賞与引当金 17,634 119,405

製品保証引当金 43,840 58,121

関係会社整理損失引当金 6,071 －

その他 178,346 207,833

流動負債合計 725,015 756,390

固定負債   

退職給付引当金 168,571 169,400

役員退職慰労引当金 7,269 6,969

その他 649,737 550,774

固定負債合計 825,579 727,144

負債合計 1,550,594 1,483,534
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,201,250 2,201,250

資本剰余金 2,737,648 2,737,648

利益剰余金 1,933,230 2,462,515

自己株式 △472,400 △305,995

株主資本合計 6,399,727 7,095,417

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 34,465 △167,909

為替換算調整勘定 △21,756 △19,420

評価・換算差額等合計 12,708 △187,329

少数株主持分 41,133 37,066

純資産合計 6,453,569 6,945,154

負債純資産合計 8,004,164 8,428,689
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  (2) 四半期連結損益計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

売上高 4,905,877 3,041,818

売上原価 2,584,784 1,731,445

売上総利益 2,321,093 1,310,372

販売費及び一般管理費 2,509,539 1,623,369

営業損失（△） △188,446 △312,996

営業外収益   

受取利息 3,942 2,402

受取配当金 27,034 15,875

その他 10,513 8,904

営業外収益合計 41,491 27,182

営業外費用   

支払利息 4,064 4,419

売上割引 14,765 6,065

有価証券売却損 25,087 1,353

為替差損 － 8,755

その他 11,876 3,747

営業外費用合計 55,793 24,340

経常損失（△） △202,748 △310,155

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,476 3,862

賞与引当金戻入額 － 24,695

製品保証引当金戻入額 － 11,117

固定資産売却益 2,749 1,026

特別利益合計 5,226 40,702

特別損失   

固定資産売却損 － 720

固定資産除却損 5,934 1,478

減損損失 － 10,980

事業構造改善費用 － 89,622

投資有価証券評価損 407,495 －

関係会社整理損失引当金繰入額 － 9,500

特別損失合計 413,429 112,301

税金等調整前四半期純損失（△） △610,952 △381,754

法人税等 277,694 4,472

少数株主利益 1,493 4,066

四半期純損失（△） △890,140 △390,293
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  (3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △610,952 △381,754

減価償却費 163,435 138,595

減損損失 － 10,980

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,476 △3,862

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,944 △828

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 300 300

賞与引当金の増減額（△は減少） △108,841 △101,770

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,500 －

製品保証引当金の増減額（△は減少） △17,670 △14,281

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － 6,071

受取利息及び受取配当金 △31,787 △18,696

支払利息 18,829 10,484

事業構造改善費用 － 89,622

投資有価証券評価損益（△は益） 407,495 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,212,944 116,487

たな卸資産の増減額（△は増加） △138,650 31,205

仕入債務の増減額（△は減少） △359,247 71,140

その他 △10,278 23,085

小計 505,656 △23,219

利息及び配当金の受取額 31,160 18,247

利息の支払額 △20,334 △11,488

法人税等の支払額 △295,100 △2,819

法人税等の還付額 － 92,004

事業構造改善費用の支払額 － △89,622

営業活動によるキャッシュ・フロー 221,381 △16,899

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △100,000 －

有価証券の売却及び償還による収入 200,000 －

有形固定資産の取得による支出 △176,437 △16,046

投資有価証券の取得による支出 △8,810 △66,217

投資有価証券の売却及び償還による収入 62,515 45,062

その他 △49,802 24,019

投資活動によるキャッシュ・フロー △72,534 △13,180

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △16,042 △166,404

配当金の支払額 △167,493 △139,061

その他 △1,457 △1,772

財務活動によるキャッシュ・フロー △184,993 △307,239

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,560 △1,003

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △39,707 △338,322

現金及び現金同等物の期首残高 1,435,388 1,339,296

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,395,681 1,000,974
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 (4) 継続企業の前提に関する注記 

    当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

     該当事項はありません。 

 

 (5) セグメント情報 

  〔事業の種類別セグメント情報〕 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

    当社グループは、電子計測器、電源機器等の各種電子応用機器の製造、販売を行っているものであ

り、事業区分は一つであります。したがいまして、事業の種類別セグメント情報は、開示しておりま

せん。 

   当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

    当社グループは、電子計測器、電源機器等の各種電子応用機器の製造、販売を行っているものであ

り、事業区分は一つであります。したがいまして、事業の種類別セグメント情報は、開示しておりま

せん。 

 

  〔所在地別セグメント情報〕 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

    全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。 

 

   当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 
（単位：千円） 

 日 本 北 米 アジア 計 消去又は全社 連 結 

売上高 

(1) 外部顧客に 
  対する売上高 

 

2,716,590 148,454 176,774 3,041,818

 

－ 3,041,818

(2) セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

247,165 － 23,980 271,146 (271,146) －

計 2,963,755 148,454 200,755 3,312,965 (271,146) 3,041,818

営業損失(△) △250,690 △20,113 △48,921 △319,725 (△6,729) △312,996

（注）１．従来、全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が90％を超えていたため、所在地別セグメント情
報の記載を省略しておりましたが、「日本」の売上高の割合が90％以下となったため、第２四半期連結累計期間
から所在地別セグメント情報を記載しております。 

   ２．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
   ３．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 
   （１）北 米 …… 米国 
   （２）ア ジ ア …… 中国 
   ４ 会計方針の変更 
      工事契約に関する会計基準等の適用 
       「【定性的情報・財務諸表等】４．その他」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「工事契約に

関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」
(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を適用しております。 

       この変更によるセグメント情報に与える影響はありません。 
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  〔海外売上高〕 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 
（単位：千円） 

 北   米 ア ジ ア ヨーロッパ その他の地域 計 

海 外 売 上 高 175,656 818,217 74,161 8,886 1,076,922 

連 結 売 上 高 － － － － 4,905,877 

連結売上高に占める 
海外売上高の割合 3.6％ 16.7％ 1.5％ 0.2％ 22.0％ 

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
   ２．各区分に属する主な国又は地域 
    （１）北 米 …… 米国・カナダ 
    （２）ア ジ ア …… 中国・香港・韓国・台湾 
    （３）ヨーロッパ …… オーストリア・英国・ベルギー・フランス 
    （４）その他の地域 …… ブラジル・オーストラリア・南アフリカ 
   ３．海外売上高は、連結会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

   当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 
（単位：千円） 

 北   米 ア ジ ア ヨーロッパ その他の地域 計 

海 外 売 上 高 147,474 632,394 71,507 5,042 856,419 

連 結 売 上 高 － － － － 3,041,818 

連結売上高に占める 
海外売上高の割合 

4.8％ 20.8％ 2.4％ 0.2％ 28.2％ 

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
   ２．各区分に属する主な国又は地域 
    （１）北 米 …… 米国・カナダ 
    （２）ア ジ ア …… 中国・香港・韓国・台湾 
    （３）ヨーロッパ …… オーストリア・英国・ベルギー・フランス 
    （４）その他の地域 …… ブラジル・オーストラリア・南アフリカ 
   ３．海外売上高は、連結会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

 (6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

     該当事項はありません。 
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